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日 時 ： ８ 月 １ ２ 日 （ 金 ）

  午前８時頃～午後１時頃

　 　 　 　 　 １ ３ 日 （ 土 ）

観
る
だ
け
で
解
脱
出
来
る
ト
ン
ド
ル

（
大
掛
仏
）
の
開
帳
　
最
取
日
早
朝

み

ぞ

う

う

　
東
北
地
方
に
未
曾
有
の
大
震
災
が
起

き
た
数
日
後
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南

麓
に
位
置
し
、
人
口
七
〇
万
人
、
仏
教
を

国
教
と
す
る
、
日
本
の
九
州
ほ
ど
の
面

積
の
ブ
ー
タ
ン
王
国
へ
、
セ
ン
ト
レ
ア

か
ら
飛
び
立
っ
た
。
日
本
か
ら
の
直
行

便
は
な
く
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
で
一

泊
し
て
、
翌
日
の
早
朝
に
ブ
ー
タ
ン
に

乗
り
入
れ
て
い
る
唯
一
の
ブ
ー
タ
ン
国

営
航
空
「
ド
ゥ
ル
ッ
ク
・
エ
ア
ー
」
の
小

さ
な
飛
行
機
で
、
世
界
で
一
番
離
着
陸

が
困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
ロ
空
港
に

無
事
到
着
し
た
。

　
ブ
ー
タ
ン
国
は
、
国
策
か
ら
無
制
限

に
外
国
人
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
国
の
認
可
を
得
た
ガ

イ
ド
同
伴
の
旅
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ガ
イ
ド
と
移
動
の
車
そ
れ
に
宿

泊
代
金
を
含
め
て
一
日
二
〇
〇
ド
ル
を

国
に
支
払
う
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

ブ
ー
タ
ン
国
内
を
自
由
に
一
人
旅
と
は

い
か
な
、
そ
の
反
面
治
安
は
良
く
、
発
展

途
上
の
国
の
様
に
、
子
供
達
が
、
お
土
産

を
持
っ
て
外
国
の
観
光
客
に
付
き
ま
と

う
姿
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
小
学
校
か
ら
、
公
式

言
語
の
ゾ
ン
カ
語
以
外
の
授
業
は
、
全

て
英
語
で
な
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
と

中
国
の
大
国
に
囲
ま
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

平成２３年夏号
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お
弁
当
持
参
で
の
国
内
・
外
国
か
ら
の

多
数
の
参
詣
人
に
は
驚
き
ま
し
。

小
さ
な
国
が
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き

延
び
て
い
く
慧
智
と
し
て
英
語
教
育
を

最
重
視
し
て
い
る
姿
勢
は
、
こ
の
国
の

優
れ
た
指
導
者
の
英
断
を
垣
間
見
た
気

が
し
た
。

　
今
回
、
ブ
ー
タ
ン
国
を
訪
れ
た
目
的

は
、
パ
ロ
で
の
最
大
の
年
中
行
事
で
あ

る
『
パ
ロ
・
ツ
ェ
チ
ュ
祭
』
の
見
学
で

あ
っ
た
。

　
『
ツ
ェ
チ
ュ
』
と
は
、（
毎
月
の
）「
一

〇
日
と
言
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
紀
元

後
八
百
年
前
後
に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
に
流
布
さ
せ
た
ニ
ン
マ

派
の
祖
師
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
パ
ド
マ

サ
ン
バ
ヴ
ァ
）
が
、
生
涯
に
起
こ
し
た
十

二
の
奇
跡
が
、
毎
月
の
十
日
に
起
き
た

と
言
う
伝
承
に
基
づ
き
、
毎
月
の
十
日

に
そ
の
月
に
該
当
す
る
法
要
を
営
み
、

グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
再
び
会
う
こ
と

で
き
る
と
人
々
に
信
じ
ら
れ
て
き
た
行

事
で
あ
る
。

　
ブ
ー
タ
ン
各
地
で
は
毎
月
『
ツ
ェ

チ
ュ
』
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
も
『
パ
ロ
・
ツ
ェ
チ
ュ
祭
』
は
、
ブ
ー

タ
ン
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
こ
の
国
最

大
の
祭
り
で
あ
る
。
パ
ロ
谷
を
見
下
ろ

す
小
高
い
丘
に
建
て
ら
れ
た
パ
ロ
・
ゾ

ン
（
ゾ
ン
と
言
う
の
は
寺
院
の
意
味
）
の

デ
ヤ
カ
ン
広
場
で
、
五
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
。
祭
り
の
間
は
学
校
は

休
み
に
な
り
、
ブ
ー
タ
ン
国
内
は
言
う

に
及
ば
ず
、
外
国
か
ら
の
も
多
数
の
見

物
人
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

　
祭
り
の
期
間
中
、
僧
侶
（
一
部
は
専
門

の
舞
踏
家
が
含
ま
れ
る
）
に
よ
る
、
鮮
や

ぎ

が

く

ほ
う
ふ
つ

か
な
衣
装
と
伎
楽
の
面
を
彷
彿
さ
せ
る

各
種
仮
面
を
つ
け
た
【
チ
ャ
ム
】（
「
チ
ャ

ム
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
跳
」
ま
た
は

「
舞
」
の
意
味
だ
そ
で
す
）
と
言
わ
れ
る

仮
面
舞
踊
や
、
地
元
の
女
性
に
よ
る
民

俗
踊
り
（
民
謡
）
が
披
露
さ
れ
る
。

　
前
述
し
た
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
、
こ

の
地
に
広
め
た
仏
教
は
、
日
本
の
仏
教

と
同
様
に
、
紀
元
前
五
世
紀
頃
に
お
釈

迦
さ
ま
が
悟
ら
れ
た
仏
教
と
は
、
少
な

か
ら
ず
異
な
っ
て
い
る
。
彼
は
自
ら
の

霊
能
力
と
権
威
を
駆
使
し
て
、
そ
の
土

地
の
土
着
の
悪
魔
達
を
次
々
倒
し
、
習

合
し
て
仏
教
徒
に
改
宗
さ
せ
て
い
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
密
教
（
ラ

マ
教
）
に
近
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
行

実
が
、
壮
大
な
オ
ペ
ラ
や
叙
事
詩
の
如

く
踊
や
劇
で
『
ツ
ェ
チ
ュ
祭
り
』
の
間
に

披
露
さ
れ
る
。
謂
わ
ば
難
解
な
仏
教
の

教
え
や
、
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
業
績
を

【
チ
ャ
ム
（
仮
面
舞
踊
）
】
を
通
じ
て
、

人
々
に
分
か
り
や
す
い
形
と
し
て
伝

播
・
伝
承
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
殊
に
人
気
が
高
い
の
が
、
今
回
は
見

学
出
来
な
か
っ
た
の
だ
が
、
閻
魔
大
王

の
法
廷
を
題
材
に
し
た
仮
面
劇
「
ラ
ク

シ
ャ
・
マ
ン
チ
ャ
ム
」
で
す
。
善
人
と
悪

人
が
死
後
裁
き
を
受
け
る
天
秤
に
か
け

る
シ
ー
ン
は
、
因
果
応
報
の
教
理
を
、
理

屈
や
論
理
を
超
越
し
て
、
観
る
者
に
大

き
な
感
動
と
驚
き
を
の
与
え
て
き
た
。

こ
れ
を
観
る
信
心
深
い
ブ
ー
タ
ン
の

け
い
け
ん

人
々
は
、
敬
虔
な
祈
り
を
さ
さ
げ
、
自
ら

の
人
生
を
考
え
る
契
機
に
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
の
教
え
が

人
々
の
生
活
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
◆
◆

　
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
公
式
な
場
所
や
行

事
で
は
、
男
性
は
日
本
の
丹
前
に
似
た

「
ゴ
」
、
女
性
は
「
キ
ラ
」
と
言
わ
れ
る
民

族
衣
装
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
年
に
一
度
の
ト
ン
ド
ル
の
ご
開
帳

し
し
ゅ
う

に
は
、
色
鮮
や
か
な
金
糸
銀
糸
の
刺
繍

ご
う
か
け
ん
ら
ん

を
織
り
込
ん
だ
豪
華
絢
爛
な
衣
装
で
着

飾
っ
た
「
キ
ラ
」
を
着
た
女
性
達
が
、
五

日
間
の
『
パ
ロ
・
ツ
ェ
チ
ュ
祭
』
の
最
終

日
の
ト
ン
ド
ル
の
ご
開
帳
を
観
る
為

に
、
薄
暗
い
デ
ヤ
カ
ン
広
場
の
坂
道
を

登
っ
て
行
く
。「
キ
ラ
」
を
着
た
ブ
ー
タ

ン
の
女
性
の
姿
は
、
あ
た
か
も
日
本
で

言
え
ば
、
佐
久
の
盆
踊
り
の
如
く

よ

め

と

お

め

か

さ

『
夜
目
遠
目
笠
の
内
、
物
の
文
目(

あ
や

め)

が
分
か
ら
ん
・
・
・
』
そ
ん
な
世
界

を
、
思
い
起
こ
さ
せ
る
幻
想
的
な
光
景

で
あ
っ
た
。

　　
二
〇
一
一
年
三
月
二
〇
日
の
早
朝
と

言
っ
て
も
、
午
前
三
時
頃
か
ら
、
縦
・
横

三
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ト
ン
ド
ル
（
大

掛
仏
）
の
ご
開
帳
で
、
こ
の
祭
り
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。「
ト
ン
」
は
、
見

る
事
。「
ド
ル
」
は
、
解
脱
を
意
味
し
て
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ホ
ル
ン
の
よ
う
な
音
色
の
管
楽
器

チ
ベ
ッ
ト
・
ホ
ル
ン
の
一
種
か
な

民
族
衣
装
ゴ
を
着
た
故
西
岡
京
治
氏

―
ブ
ー
タ
ン
の
朝
日
に
夢
を
の
せ
て
―

い
る
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
こ
の
ト
ン
ド
ル

げ

だ

つ

を
見
る
だ
け
で
解
脱
で
き
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ン
ド
ル
に
は
、
正
面

中
央
に
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
を
本
尊
に
、

多
く
の
菩
薩
。
諸
仏
。
不
動
な
ど
が
、
総

絹
で
色
鮮
や
か
に
ア
ッ
プ
リ
ケ
で
描
か

れ
て
い
る

　
や
が
て
、
ト
ン
ド
ル
（
大
掛
仏
）
が
掛

け
ら
れ
る
建
物
の
前
に
、
赤
い
法
衣
を

着
た
僧
侶
に
よ
っ
て
ト
ン
ド
ル
が
運
び

込
ま
れ
、
祭
檀
が
設
え
ら
れ
、
バ
タ
ー
ラ

ン
プ
の
独
特
な
臭
い
と
、
ろ
う
そ
く
の

炎
が
揺
ら
め
く
。
満
月
の
月
明
か
り
も

と
で
、
ひ
と
き
わ
大
き
い
ド
ラ
の
音
を

合
図
に
、
建
物
の
屋
上
か
ら
下
げ
ら
れ

た
綱
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
、
巻
き
上

げ
ら
れ
る
と
、
ト
ン
ド
ル
が
徐
々
に
姿

を
現
す
の
で
あ
る
。
今
で
は
多
少
ラ
イ

ト
・
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
い
る
が
、
昔
は
、

電
気
も
無
く
、
月
明
か
り
や
バ
タ
ー
ラ

ン
プ
の
光
、
か
が
り
火
の
明
か
り
に
浮

き
あ
が
っ
た
こ
の
ト
ン
ド
ル
拝
ん
だ
、

ブ
ー
タ
ン
の
人
々
は
、
正
に
グ
ル
・
リ

ン
ポ
チ
ェ
の
再
来
を
信
じ
て
疑
わ
な
い

感
動
を
味
わ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
人
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
ト
ン
ド
ル

の
前
に
進
み
出
て
、
裾
を
額
に
押
し
当

て
て
無
病
息
災
を
祈
念
す
る
の
で
あ

る
。
や
が
て
太
陽
の
東
の
空
に
昇
る
頃

に
、
僧
侶
に
よ
る
法
要
が
勤
修
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
法
要
中
は
、
一
旦
ホ
テ
ル
に
帰

り
朝
食
を
食
べ
て
い
た
時
の
行
事
で
実

際
に
は
観
て
い
な
い
の
だ
が
、
地
元
の

Ｔ
Ｖ
で
実
況
中
継
が
な
さ
れ
て
い
た
。

驚
い
た
事
に
、
こ
の
法
要
の
中
で
、
今

回
の
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
の
犠

牲
者
に
対
し
て
の
追
善
法
要
を
勤
修
す

る
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
。
は
る

か
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
さ
な
国
の
ブ
ー
タ
ン

の
人
々
が
、
見
も
知
ら
な
い
日
本
の
犠

牲
者
に
対
し
て
そ
の
魂
（
た
ま
し
い
）
安

ら
か
な
れ
と
、
祈
り
を
さ
さ
げ
て
下
さ

ひるがえ

る
姿
に
は
、
心
打
た
れ
た
。
翻
っ
て
考

え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
あ
の
ア
メ
リ
カ

の
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
惨
事
の
折

に
、
我
が
宗
門
に
限
ら
ず
、
日
本
仏
教

界
が
犠
牲
者
に
対
し
て
追
善
法
要
を

し
た
等
と
は
聞
い
た
記
憶
が
な
い
。

ブ
ー
タ
ン
の
人
々
の
こ
れ
ほ
ど
の
親

日
感
に
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
二
十
八
年
間

献
身
的
な
農
業
技
術
指
導
を
行
っ
た

に

し
お
か

け
い

じ

一
人
の
日
本
人
の
故
西
岡
京
治
氏
の

活
動
を
抜
き
に
し
て
は
、
語
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
◆
◆

に
し
お
か 

け
い
じ

　
西
岡
京
治
氏
は
、
一
九
三
三
年
京
城

（
ソ
ウ
ル
）
で
解
剖
学
者
西
岡
辰
蔵
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
戦
後
大
阪
府

八
尾
市
に
居
を
構
え
、
大
阪
府
立
大
学

の
農
学
部
に
入
学
。
当
時
助
教
授
だ
っ

た
中
尾
佐
助
氏
の
勧
め
で
、
海
外
技
術

協
力
事
業
団
（
現
・
国
際
協
力
事
業
団
）

の
農
業
指
導
者
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
一
九
六
四
年
四
月
に
、
奥

さ
ん
と
二
人
で
鎖
国
状
態
の
ブ
ー
タ

ン
国
に
赴
任
し
た
。
小
さ
な
実
験
農
場

で
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
大
根
の
試
験

栽
培
を
試
み
、
懇
切
丁
寧
に
栽
培
方
法

を
現
地
の
人
々
に
指
導
し
た
。
そ
れ
ま

で
ブ
ー
タ
ン
で
は
見
た
こ
と
の
な
い

大
き
な
大
根
が
育
ち
、
次
第
に
ブ
ー
タ

ン
の
農
民
の
信
頼
を
得
る
事
に
な
り
、

西
岡
氏
も
農
業
指
導
に
心
血
を
注
い

だ
。

　
中
で
も
稲
作
の
栽
培
で
は
、
ブ
ー
タ

ン
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
、
勝
手
気
ま
ま
に

無
秩
序
に
苗
を
植
え
て
い
た
の
で
、
苗

と
苗
の
間
の
風
通
し
が
悪
く
生
育
に
悪

影
響
を
与
え
る
。
更
に
手
押
し
の
除
草

機
が
使
え
な
い
非
合
理
的
な
栽
培
方
法

を
、
長
年
親
し
ん
で
き
た
従
来
の
栽
培

方
法
に
固
持
す
る
農
民
に
対
し
て
、
日

本
で
は
縄
文
以
来
、
当
た
り
前
の
並
木

植
に
変
更
す
る
様
に
指
導
し
た
。（
並
木

植
：
縦
と
横
を
一
定
間
隔
で
苗
を
植
え
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平成２３年１１月９日（水）

午前１０：００～

勤行・説教・おとき

仏教と話芸・・講談の世界・・

ゲスト：講談師　 旭堂南舟

祭りの脇役・進行役としての道化師の『アツァラ』

地元の若い女性による民俗踊り（民謡）の披露

る
方
法
の
事
）
結
果
は
、
並
木
植
え
に
変

え
た
だ
け
で
、
そ
れ
ま
で
の
収
穫
量
は

四
〇
％
も
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は

又
人
材
の
育
成
、
新
品
種
の
導
入
に
よ

る
生
産
量
の
増
大
、
野
菜
、
果
物
栽
培
の

普
及
と
食
生
活
の
改
善
等
精
力
的
に
従

事
し
た
。

　
一
九
七
六
年
か
ら
は
、
国
王
直
々
の

立
案
に
よ
る
シ
ェ
ム
ガ
ン
県
の
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
責
任
者
と
し
て
携
わ
る

こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
ム
ガ
ン
は
、
ブ
ー
タ

ン
の
中
で
も
極
貧
地
域
で
人
々
は
昔
か

ら
中
央
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
土
地
と
言

わ
れ
て
い
た
。
人
々
は
昔
か
ら
の
焼
畑

農
法
に
頼
っ
て
い
た
。
収
穫
量
が
下
が

る
と
新
し
い
土
地
に
移
住
し
て
、
ま
た

森
を
焼
き
、
畑
を
作
る
。
そ
れ
を
繰
り

返
す
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
こ
こ
で

も
、
西
岡
氏
は
「
身
の
丈
に
合
っ
た
開

発
」
を
提
唱
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
橋
を
作
る
の
で
は
な
く
、
現
地
の

人
々
の
技
術
で
新
し
く
十
七
本
の
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
製
の
つ
り
橋
を
掛
け
。

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
パ
イ
プ
や
竹
を

利
用
し
た
水
路
の
数
は
三
六
〇
。
現
地

の
人
々
の
手
作
業
で
の
道
路
の
総
延

長
は
三
〇
〇
キ
ロ
に
も
及
ん
だ
。
シ
ェ

ム
ガ
ン
県
に
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か

な
か
っ
た
水
田
は
、
五
〇
倍
の
六
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
増
大
し
穀
倉
地
帯
に

へ
ん
ぼ
う

変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
〇
年
西
岡
は
長
年
の
ブ
ー

タ
ン
農
業
へ
の
貢
献
を
評
価
さ
れ
て
、

国
王
か
ら
「
ダ
シ
ョ
ー
」
の
称
号
を
受

け
た
。
（
ダ
シ
ョ
ー
と
は
英
語
の
ベ
ス

ト
を
意
味
し
、
英
国
の
サ
ー
に
あ
た
る

称
号
「
最
高
に
優
れ
た
人
」
と
い
う
意

味
）
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
県
知
事
や
最
高

裁
判
所
の
判
事
に
与
え
ら
れ
る
称
号
。

こ
の
時
す
で
に
十
六
年
の
歳
月
が
過

ぎ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
十
二
年
間

西
岡
氏
の
ブ
ー
タ
ン
で
の
生
活
が
続

く
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
三
月
二
十

一
日
敗
血
症
が
元
で
ブ
ー
タ
ン
に
て

急
死
す
る
の
で
あ
る
。

　
葬
儀
は
一
九
九
二
年
三
月
二
十
六

日
外
国
人
で
は
極
め
て
異
例
の
形
で
、

農
業
大
臣
が
葬
儀
委
員
長
を
務
め
国

葬
で
営
ま
れ
た
。
僧
侶
の
読
経
が
絶
え

ま
な
く
続
き
、
ブ
ー
タ
ン
の
山
々
に
こ

だ
ま
し
た
。
パ
ロ
の
小
高
い
丘
に
作
ら

れ
た
斎
場
に
は
ブ
ー
タ
ン
全
土
か
ら

五
千
人
以
上
の
人
々
が
集
ま
り
、
ブ
ー

タ
ン
は
国
を
あ
げ
て
、
西
岡
氏
の
業
績

に
感
謝
の
心
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

　
パ
ロ
の
農
場
の
一
隅
に
は
西
岡
氏

を
記
念
す
る
【
チ
ョ
ル
テ
ン
】（
仏
塔
）

が
建
て
ら
れ
、
ブ
ー
タ
ン
の
人
々
の
記

憶
の
中
に
今
で
も
生
き
て
い
る
の
で

あ
る
。
記
憶
だ
け
で
は
な
く
て
、
余
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
西
岡
氏
と

ブ
ー
タ
ン
人
の
現
地
妻
と
の
間
に
生

ま
れ
た
遺
児
が
、
農
業
指
導
者
と
し
て

ブ
ー
タ
ン
農
業
の
発
展
の
為
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
苦
楽
を
共
に
し
た
日
本

人
の
奥
さ
ん
は
、
西
ノ
宮
で
ブ
ー
タ
ン

関
連
の
お
店
を
な
さ
れ
て
い
る
。


